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▲▽▲ これまでのセーフ･トラベル･セミナー ▲▽▲

【毎年春に東京と大阪で開催】

【毎年秋に開催】

【随時開催】

2007年「マラリア」/   2008年「狂犬病」 /   2009年「デング熱と虫さされ」

2010年「旅行者下痢症」 /   2011年「ケーススタディから学ぶ危機管理」

2012年「知識としての危機管理から、機能する危機管理へ」

2013年「事故対策シミュレーション」

ツアー担当者が集まり、夏に実施されたツアーで経験した具体的なトラブルの事例

を共有し、次年度のセミナーのテーマを検討します。

同じ国/地域でツアーを実施するNGOや大学の担当者が集い､情報交換とネット

ワーク形成を行います｡現地で活動するNGOや大学は､最新の医療状況や緊急時

の対応に関する情報を持っています｡

＜これまでの実施国＞ カンボジア ／ フィリピン ／ バングラデシュ

タンザニア ／ タイ ／ ネパール

■日 時：2014年 ４月２６日 (土) 10:00〜17:00

■会 場：早稲田奉仕園 日本キリスト教会館6階会議室

（東京メトロ｢早稲田駅｣､JR山手線｢高田馬場駅｣)

■対 象：大学およびNGOのスタディツアー、海外研修
フィールドワークの企画担当者

■定 員：40名 ■締 切：4月18日(金）

■参加費：NGO関係者 1,500円/人、大学関係者 3,000円/人

■共 催：特定非営利活動法人 シャプラニール
=市民による海外協力の会

特定非営利活動法人 関西NGO協議会
株式会社 マイチケット

■日 時：2014年 ３月１５日 (土) 10:00〜17:00

■会 場：龍谷大学 大阪梅田キャンパス

（大阪梅田ヒルトンプラザウエスト･オフィスタワー14階)

■対 象：大学およびNGOのスタディツアー、海外研修
フィールドワークの企画担当者

■定 員：40名 ■締 切：3月7日(金）

■参加費： NGO関係者 1,500円/人、大学関係者 3,000円/人

■共 催：龍谷大学ボランティア･NPO活動センター
特定非営利活動法人 関西NGO協議会
株式会社 マイチケット

【お申込方法】 ※事前にお申込ください

次の事項をご記入の上､マイチケットまでE-mailで

お申込ください。

①参加会場（大阪もしくは東京） ②お名前 ③所属

④E-mailアドレス ⑤セミナー当日連絡先(電話番号）

★申込受付後、「事前アンケート」をお送りします。

ご協力よろしくお願いいたします。

【 内 容 】

■ 講 師
＜大阪会場＞

宮川宮川宮川宮川 眞一眞一眞一眞一 氏 (公社)日本キリスト教海外医療協力会
元バングラデシュ派遣医師、心療内科医

＜東京会場＞

楢戸楢戸楢戸楢戸 健次郎健次郎健次郎健次郎 氏 (公社)日本キリスト教海外医療協力会

元ネパール派遣医師、家庭医

＜大阪会場・東京会場共通＞

上村上村上村上村 昌弘昌弘昌弘昌弘 氏 AIU損害保険株式会社

山田山田山田山田 和生和生和生和生 氏 (株)マイチケット

■ プログラム

「事故対策シミュレーション」

メンタルケアを必要とする参加者への対応を事例に

「現場での感染症､心身の健康管理」

マイチケット 担当：岩井

TEL 06-4869-3444 ／ FAX 06-4869-5777

ホームページ http://www.myticket.jp

E-mail：iwai@myticket.jp

危機管理の基礎から解決の難しい問題まで、機
能する危機管理をめざして事故対策シミュレーショ
ンに取り組みます。事故発生24時間以内にしなけ
ればならないこと、3日以内にしなければならないこ
とを具体的に点検します。

※基礎から学ぶ危機管理基礎から学ぶ危機管理基礎から学ぶ危機管理基礎から学ぶ危機管理

担当者が変わる年度末。新しいスタッフは、基礎
をしっかり押さえてツアーの企画にあたりたいもの
です。感染症、旅行保険、旅行業法を基礎知識から
お伝えします。

※今回取り組む新しいテーマ今回取り組む新しいテーマ今回取り組む新しいテーマ今回取り組む新しいテーマ

シミュレーションの具体的な事例として、増加傾向
にあるメンタルヘルスケアを必要とする参加者への
対応の事例をとりあげます。難しい課題ですが、多
様な参加者がかかえる問題に向き合うことが、ツ
アーの豊かな出会いにつながります。

【障がい者の参加】

2011年には聴覚障がい者を、2012年には視力障がい者をセミナーに招き、障がい
者のツアー参加に向けて当事者から学びました。参加者の多様性が、ツアーでの
豊かな出会いにつながります。


